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５．水都大阪 水と光のまちづくり構想の推進に向けて



水都大阪推進委員会

これまで、オール大阪で、水都大阪の再生をめざした「水と光のまちづくり」を進めてきた。

その成果は、新たな水辺や光の景観、まちの賑わい形成、 水都の担い手の創出など様々な

ところに見ることができる。

水と光のまちづくりは、大阪の都市イメージを刷新し、魅力あるまちへと進化及び深化

させる、いわゆる「大阪の都市力の向上」に資する非常に重要な取り組みである。

また、東日本大震災後の日本経済の復興における大阪・関西への期待が高まる中、その

役割を果たしていくことが重要である。

今後、これまでの水都大阪の取り組みの蓄積を活かし、さらにステップアップさせ、関西全

体を元気にする「大阪の都市力の向上」をめざし、世界から高く評価される「水都大阪ブラン

ド」を確立していかなければならない。

そのため、オール大阪がこれまで以上に連携を強めるとともに、ネットワークを拡大し、本構

想を着実に推進していくものとする。

平成２３年８月
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水都大阪推進委員会（平成22年4月設立）

※平成23年８月31日現在

【委員会の検討内容】
○第１回委員会 平成22年４月13日（火）
委員会規約設置、委員長・副委員長等の選出 等

○第２回委員会 平成22年６月25日（金）（書面表決）
水都大阪ロゴマーク決定

○第３回委員会 平成22年９月22日（水）
恒常的な水辺のにぎわい創出活動支援事業
及び水と光のまちづくり構想第一次取りまとめ内容を審議 等

○第４回委員会 平成22年12月22日（水）（書面表決）
水と光のまちづくり構想ワーキング・グループの設置

○第５回委員会 平成23年３月31日（木） （書面表決）
恒常的な水辺のにぎわい創出活動支援事業を審議
水と光のまちづくり構想第二次取りまとめ報告 等

○第６回委員会 平成23年５月31日（火）
水と光のまちづくり構想の取りまとめに向けて意見交換 等

○第７回委員会 平成23年６月28日（火）
水と光のまちづくり構想（案）審議 等

○第８回委員会 平成23年８月31日（水） （書面表決）
水と光のまちづくり構想の取りまとめ
恒常的な水辺のにぎわい創出活動支援事業２次募集を審議 等
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